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氷上特別支援学校へ！ 
 平成 30年 7月 3日（火）、氷上特別支援
学校へアルミ缶の提供にお伺いしました。
この日の作業終了後、丹波への送迎を兼ね
て支援学校にお邪魔しました。卒業生の利
用者さんで「行きたい！」と言ってくださ
る方もありましたが、台風接近による安全
に配慮して先に送迎を行い、支援学校へは
スタッフだけでお伺いしています。この日
は econteから10.6㎏のアルミ缶を神戸や
まぶき財団よりご支援いただきました「や
まぶき号」に積み込んでお伺いしています。 

明日は参観日！ 
支援学校では、アルミ缶の作業学習を担

当されている中等部の先生がお受け取りく
ださいました。氷上特別支援学校では、天
気が不安ですが翌日に授業参観を予定しており、アルミ缶の作業を保護者の方々に参観していただく予
定にされているとのことでした。その参観の際のアルミ缶の量が若干心もとなかったとのことで、お受
け取りくださった先生はとても喜んでくださいました。また、今年度作業学習を担当されている生徒さ
んは作業ペースがとても速く、アルミ缶をたくさん集めてもすぐに作業が終わってしまうので「本当に
ありがたいです」ととても丁寧にお礼を言ってくださいました。支援学校では引き続きアルミ缶やペッ

トボトルキャップを回収されていま
す。このように集められたアルミ缶
はプルタブを外しつぶす作業を経て、
資源ごみ業者等にお渡しし、いただ
いたお金で作業学習等に使用する工
具を購入されたりするとお聞きして
います。布団リサイクル事業に取組
む私たちとしても、集めた資源が再
利用されるだけでなく、支援学校で
教材として役立てられ、得られた利
益が生徒の皆さんに役立てていただ
けるなら本当にありがたいことです。
氷上支援学校には夏休み明けにまた
アルミ缶をお持ちする予定としてい
ますので利用者スタッフのみなさん、
引き続き資源ごみ回収活動にご協力
をよろしくお願いいたします！ 

アルミ缶提供！ 

卒業生の方が協力して「やまぶき号」へのアルミ缶の積み
込み作業を行ってくださいました。 


